
 

 

意   見   書 

 
                                            三重県公共事業評価審査委員会 
 
１ 経  過 

 
 平成２０年７月２３日に開催した平成２０年度第１回三重県公共事業評価審査委員会に

おいて、県より河川事業６箇所の審査依頼を受けた。 
これらの事業に関して、同年１０月２０日に開催した第４回委員会において、県の担当

職員から事業説明を受けるとともに、審査資料に基づき審査を行った。 

 

２  意  見 
 
  審査対象事業に関して慎重な審査を行った結果、以下のような意見を委員会としてとり
まとめ、三重県知事に対して答申するものである。 

 
（１）河川事業［県事業］ 
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１０番については、昭和３０年度に事業着手し平成１０年度と平成１５年度に再評価

を行いその後おおむね５年を経過して３回目の再評価を行った継続中の事業である。 
１１番については、昭和２１年度に事業着手し平成１０年度に再評価を行いその後お

おむね１０年を経過して２回目の再評価を行った継続中の事業である。 
１２番については、昭和２４年度に事業着手し平成１０年度と平成１５年度に再評価

を行いその後おおむね５年を経過して３回目の再評価を行った継続中の事業である。 
１３番については、昭和４７年度に事業着手し平成１０年度と平成１５年度に再評価



 

を行いその後おおむね５年を経過して３回目の再評価を行った継続中の事業である。 
１５番については、昭和５４年度に事業着手し平成１０年度と平成１５年度に再評価

を行いその後おおむね５年を経過して３回目の再評価を行った継続中の事業である。 
１６番については、昭和６３年度に事業着手し平成１０年度と平成１４年度に再評価

を行いその後おおむね６年を経過して３回目の再評価を行った継続中の事業である。 
 
今回、審査を行った結果、１０番、１１番、１２番、１３番、１５番、１６番につい

て、事業継続の妥当性が認められたことから事業継続を了承する。 
ただし、１３番について、想定氾濫シミュレーションを行う場合、マニュアルを踏ま

え、地域の特性ならびに実状を考慮し、より精緻な検討を行われたい。 
１６番について、地域住民の意見を反映する仕組みを構築し、周辺環境に配慮した事

業を推進されたい。 
 
（２）総括意見 
一、内水排除に関連する事業や海岸事業など、他の主体による事業との連携を密にし、

事業推進を図られたい。 
一、河川事業において、より一層周辺環境との調和に配慮した事業を推進されたい。 


